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ビル暖房における連転実績の検討〔π〕
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　1、はじめに
本文は既繍鶏繍であ。。前回駐に．ボイラ．鋤靴ついて囎。，あ。膿の繍嬬た。

その後さらに実測ならびに調査を行ない同じような結果を得ている。

　そこで今回はまず既報で触れなかった予熱の問題をとりあげ老の実態を明らかにし，実測に基

づく若干の検討を加える。

　さらに設備の設計および経．済性の立場より暖房設備と．限らず全ての設備について建設費と経
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常費の実態を把握し，今後の設備設計のあり方，および運転合理化に対する若干の知見を述べる。

なお，付録に参考資料として各ビルにおける昭和41年の鵬，電気．水およびガスの使用量

などを掲載した。

2、燃料の使角状聾

　事務所建築の執務時間は，通常9時から17時までであり暖房は間欠運転である。したがって焚き始

めにおいて装置ならびに建物をw：am－upずるための予熱が必要になる。この予熱燃料消費量は1日

の燃料消費量に比し決して無視できない。その消費量は建物および装置の熱特性は勿論のこと，予熱時

聞・のとり方ならびに装置め運転方法などに左右される。しかも設計の立場よりみて間欠暖房における

予熱の強さは，ボイラーおよび熱交換器の最大容量を決定するものである。そこでまず実際のビル暖房

において予熱量とその強さがいかなる値を示しているのか，ビル側が装置を有効に生かした適正な運

転をしているのかどうか，ビルの装置が予熱を．考慮して設計されているかどうか検討を加える。

　次いで，店舗あるいは残業などのあるビルにおいて，17時以後すなわち夜間の使用が1撮みられる

ので，その使用状態についても検討する。

　そして最後に日燃料消費量と室内外温度差との関係について検討する。

　調査対象ビルは札幌市の中心街に建つ7軒で（G，D，E，　F，　K，　L，　Nビル），いずれも空気調

和誹細し・かつ重油燃料としてし’る・建伽よび設儲撫G・D・E・Fビルについて繭

報第1表に，K，　L，　Nビルについ．ては付表一1に示す。

　調査は昭和41年11月から同42年4月まで行ない，調査用紙を配布しボイラーマンに毎日必

要事項を記入してもらった。ただし，Dビルに関しては実測した。

　2－1　予熱期の燃料消費量とその強さ

　予熱期とはボイラー焚き始め時刻より室温が設定値になる時刻までを云うことにする。予熱の終了

時刻は，通常ビルの始業時間に合わせる。・したがって，予熱終了がシーズン中いつも始業時刻に合うも

のとして消費量を算出した。もし終了時刻が日によってまちまちなビルがあれば多少の誤差をともな

うるただし，実測したDビルについては定義によって算出している。

　なお，燃料は暖房ばかりでなく給湯などに使用される。対象ビルは全て給湯施設を面する。しかしそ

の使用量は暖房に比べ非常に僅かであるので，給湯による影響を無視している。

　さて第1図は暖房面積当りの予熱期と1日間の燃料消費量の関係を示したものであり・第2図は

予熱麺と標準期（「通常父00～1ZOO）における単位時間当りの消費章に以下消費の強ざと呼超）の関

係を示すものである。両図ともシーズン各耳の中旬にお嫡る月曜日と金曜日の値である。

　まず消費量についてみるに，予熱：量は日消費：量にほぼ比例しており，その比率はビルによって相違し，

t5割～3．5割である。

　各ビルにおけ喬比來の栢違は種々の原因による。夜間使用の有無もその1つである．ρ

　すなわち同じ予熱量に対して，夜間に暖房を行なわないビルは暖房を行なうビルよりも比率は高く

なる。しかし後述するように（第3図），日消費量に対する夜間使用割合は最大で1．5割であるので，

その差は僅少である。
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　また，他の原因は予

熱時間の長短である。

すなわち予熱が長く

なれば消費量は増す。

したがって，比率も大

きくなる。予熱時間の

長くなる原因としては，

建物の熱容：量が大きい

こと，予熱期から外気

を導入すること，ボイ

ラーの出力が不足して

いる．こと，適正な容量

のボイラーであっても

熱交換器などの装置容

量が不足していること

などが考えられる。

　シーズン中25割～

乙5割をしめすNヒ：ル

はその，典型的なケー

スと思われ，予熱は3

時酢搾尋・．こ桝

建物の約半分が車庫で・

熱容．量が大き・いこ．と，

空調器の熱交換器は過

少で，ボイラー常用出

力の約半分の容量であ

ること，しかも予熱期

から外気を導入してい

ることなどに原因する。

　一般に定常時にお

ける外気負荷は大きく

建物負荷に匹敵する。

したがって，予熱期に

おける外気の有無は

燃料消費および予熱

時間に大きく影響す・る

3
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のである。同じようなケースが当該ビル以外にも多くみられる。

　その中には早朝の歯内浄化と云う問題とは別に，予熱の強さを多少でも増すため外回器の空

気が室温より少し高くなることを利用し外気を導入するといったケースもある。暖房経済あるい

は労働時間の立場からみると非’常に無駄なことである。その余力を建物の予熱1に

利用することも可能である。ただしその場合には，空調器の熱交換器が十分な容

量をもつこと，あるいは外寸器の熱交換器が有効に利用できるシステムになって

いることが必要である。・1 @　　　　　　　　　　ヒ

　次に，単位時間当りの燃料消費の強さをみるに，各ビルとも予熱の強さは寒い日の方が暖かい

日よりも若干大きくなる傾向にあるがシーズンを通しあまり変1らない。それを標準期との割合で

比べると1倍から5倍の値を示し，寒くなるほど割合は小さくなり標準期のそれに近づくことに．

なる。すなわち，シーズン中ほぼ同じ強さで予熱していてその能力は厳寒日の定常出力を限度とす

る．しかも厳細の予糊㈱鵬ボイラ＿工率は・割前後が多馬このこと1揃幸魁ふれため

に，ボイラーの容量が滅圧弁，配管および熱交換器の容量よりも過大であることを意味している。と
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第5図夜間と1日間の燃料消費量

くに熱交換器はボイラーよりも過少になりがちであり，それ

が暖房能力を決めてしま．う。暖房設備が有効に機能を発揮す

るためにはボイラーおよび熱交換器の容量がバランスし

ていなければならない。

　2－2　夜間の燃料消費量と日消費量

　第5図は秘00以後の二二外暖房における燃料消費量と

日消費量の関係を示すものである。夜間消費量はビルによ

って相違し，全く使用量の無いものから日消費量の1・5割

に達するものまである。‘

　第4図は暖房面積当りの日消費量と日平均内外温度差の

関係を示したものであるも平均内外温度差は前日の暖房停

止時刻（1ZOO）より当日の停止時刻（1ZOO）までの平均

室内温度と平均外気温度との差である。室内温度は実測レた

3っのビル以外ビル側のデータに基づいて概算したもので，

多少の誤差を含む。また外気温度は気象庁測候所の値を用い

ている。各ビルについて日消費量と内外温度差に相関が認め

められ，ほぼ比例関係にある。しかも2つのビル（L，F

ビル）を除くと類似した関係を示す。それを1つの直線で

近似させたのが忌中の太い線であり，その線を延長させ・，貫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰコ軸とタテ軸の交点を求めると約5degと三一550×↑‘0

　　　　　　　　　　　　　　　4濡d・yとなる・給蹴ど無魁て激た場合この

負の消費量は暖房以外の不作為熱量すなわち日射，人

体，照明，地熱などの総和を燃料消費量で表わしたものであ
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る。、また温度差5degは外気を導入して

いる時の不作為熱量によって生ずる温度

である。すなわち，内外温度差が約羅eg

において暖房を停止することができる。

実際にも5～10deg『（運転を中止して

いる。ちなみに，不作為熱量を概略計算

したものと大きな相違はみられない。

　なお，前述の2つのビル（L，Fビル）

における燃料消費量は他のビルよりも大

きい。その原因は明らかでない。そのう

ちの1つは竣工年度の最も占いビル（昭

和ろ2年），他の1つは予熱消費：量の多

いビルである。また前節で述べた予熱：量

の極端に多いNζルは車庫を含む暖房面

積当りの消費量で記述してあるため他

のビルと比べとくに多くはない。
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3、予　熱　量
　予熱期におげる蒸気発生：量，空調器熱　　　　第4図　日燃料消費量と日平均内外温度差

量お「よび建物供給熱量の実態をより正確に把握するため昭和41年11月より同42年1，月にかけて

実測を行なった。対象とした建物はDビルであり延床面積が25，549㎡で，新館11階，旧館6階建

である。基準階の平面を付図一2に示す。空調のゾーニングは全部で7系統たわかれる。その系統図

鮒図一，に脇嘘伽、び古点礪。前回参照された．いな酬諾は鰍外気樋

接各空調器へ送風される。実測は新館1～5Fと4～6Fの2系統について行なつだ。蒸気発生量は

ボイラーのブロー水量を除いた給水量より求め，空調器および建物供給熱量はダクト内の送風量およ

び温度から算出した。ここで云う建物供給熱量には室内供給熱量とともにダクト配管の損失熱量を含

めており，その損失熱量は広い意味で建物を暖房すると見徹している。また空調器熱量とは，空調器

へ供給される熱量であり建物負荷と外気負荷の和で表わされる。

　第5図はシーズン中品も寒い日における時刻変化を示すものである。図においてぢ定格出力と燃

料および蒸気熱量の差はボイラー負荷率に相当するものである。燃料と蒸気熱量との差はボイラー上

記に相当し，空調器と建物供給熱量の差は外気負荷に相当する蓬，のである。各系統の空調器熱量を比

べ・・予綱・おいて澗系統・もほぼ12・Kca}．㎡の強・であり淀常時に紳て1一・・は

細2・K・a胤㎡で予熱期と変らな・・．それ耐・・～・F総は約・・KGa4ん㎡であり，そ

話半分の・5K・a％．㎡酬気負敵なる．・れらの値は漁荷の計算寸寸鮪合う一～・

F系統が高くなるのは銀行，玄関ホールなど負荷の大きな部屋があるためと思われる。蒸気発熱量

は，1～3F系統で同じ値をとるが4～6Fの一般系統において甚しく違う。その原因は明かで
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昭和42年1月17日半［時刻］

ない。暖房面積のとり方に問題

があると思われる。幽予熱終了時

刻は4～6F系統は9時50分

であり，　1～5F系統は明らか

でないが10時50分前後で

ある。両系統とも勤務時間に食．

い込み，望ましくない状態であ

ると云える。このことは焚き始

め時間が遅いことと共に1～

乙F系統の聖調器が定常負荷

に対応する容量しか持だずボ

イラー容量に比べ過少であるこ

とを示すもめである。それに対

し4ん6F系統は，予熱に十分

第5図　D寛ルにおけ．る暖房熱量：の時刻変化

応じられる舌革を持？ていると云える。・

　さて，標準期熱量．に対する予熱量の割合は1月1、7日を含めて2割＾ろ割に達し，予熱量が非常

歓きい．＿般樹。イえビルでは熱容量猷きく液間の温麟下は働、である軌たがって，

連続暖蕩と間欠暖房を比べた場含，1日の供給熱量に極端な相違はみられないであろう。今回の4～

6F系統についてだけ云えば連続暖房にした場合・供給熱：劉ま約5～5割増加する。後述するように，

間欠暖房の場合3．予熱のために必要な装置容量が連続暖房に比べ1～5倍になる．ことを考えると，経済

性の立場より今後のビル暖房の丁丁方式を検討する必要力｝ある。、

．さて，予熱1まボイラーの予熱酒己管および熱交霊の予熱建物の予熱に分類できる。当該ビル

は圧力が設定値に達した後に通気をはじめるσ・したがって，ボイラーの予熱は焚き始めより通気を開

始するまでに消費される燃料発熱量より推定することができる6図中左：側斜線部がそれにあたる。ま

た，蒸気配管ならびに空調器の予熱は点領域，建物の辛子は右側斜線部に相当する。ボイラーの予

熱は20分間で約90万Kca4の燃料発熱量，蒸気配管および：空調器の予熱は15分間と・なる5た

だし，蒸気熱量と給水量から推定しているの℃若干の誤差を含む。

　第：6図は予熱期と標準期におげる空調器と建物の熱：量の強さを示すものである6測定は12月と

1月ρ数日について行なった。いずれも焚き始めはボイラー5缶で蓮転している・図による’と燃料消

費量’ i第2図）と同じく，空調器を通して供給される予熱の強さは標．準期の1倍～乙倍におよび，

その倍率は寒くなるほど小さくなり，標準期のそれに近づく。この：ことは予熱の強さはシーズン中

はとんど変らず，負荷の軽重を問わず熱交換器の最大出が状態でwarnいu｝遊していることを

意味する。1～5F系統における厳寒日の容量不足は予熱時間の延長で補つ士いることになる。それ

でもなおボイラー負荷率は70％前後であり熱交換器が過少であることを如実に表わしている。

一乙4一
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第7図は標準期に対

する予熱の強さの比率

と予熱時間．との関係を表．

わすものである。

　　ここで予熱時間とは蒸

気通気開始より設定室温

になるまでの時間を云う。

．予熱時間ど強さの比牽

には明らかな相関が認め

ら隔る。予熱：量あるいは

予熱の強さは建物’の

熱特性と予熱時間によっ

て決まるものであり，D

　ピルにおいて予熱期と

20G

　予
　鶏　1。。

　番　，。

　難　き・

　譲　・・

　さ
　　　　60
［Kcai／hm．2］

　　　　50

　　　　40

占4～6F建物供給熱量

U4～6F空調器熱量

O1～3F建物供給熱量
怩P～3F空調器熱量

●

，㌧

刀f

@6

　‘

怐

。㌧

刀f

　　　，㌧
@　㌧．聖．

o o

ムb

10 20　　　　　　　　　30　　　　　　40　　　　50　　　60　　　70　80　90　10Q

　　標準暖房期平均熱量の強さ　［Kcal／hm2］

　　　　　　　　　　　　　　　　第6図　Dビルにおける予熱期と標準期の熱量強さ

標準期の強さかほぼ同じ状態では，予熱時間が

2．5時間も’か二り5～4倍の状態では0．5時間と

なる。なお建物供給熱量の倍塞が空調器のそれより

高くなるのは予禦醐の外気負荷が標準期のそれよ

りも低いためである。

200

　4、暖房および設備関係の費用

　設備設計および設備経済の立場より，暖房設備と

限定せず，全ての設備について建設費と経常費．の実

態を把握する僻がある。ただし・地代および税金

の問題にはふれない。

　調査はアンケートと聞き込みによって行ない，全

部で17ビルを対象とした。その中でまだ紹介され

ていないビルの概要を付表一1に示す。丁丁のみが

2軒，他は全て空調である。また冷凍機冷房は2軒

である。したがって主に冷凍機の無い空調ビルを対

象にしている。

　4－1　建　　設　　費

　各ビルの部門別比率を付表一2に，その内訳を付

表一5～付表一5に示す。

予
鶏

毒

覇

黙

量

怨

勇

比

4

31

2．

1．

0

占

占

占

占

6　　0

ム

　占
も　　。。●

　　　6

　　●
　　　亀

占

6

o

●

塁

0．5　　 1．0． @　1．5　　 2，0　　 2．5‘

　　予熱時間〔h〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第7図　工）ビルにおける予熱期の熱量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強さと予熱時間

　第1表ぼ些調ビルにおける平均値を表わすものである。各部門の百分率はビルによって相違する。．

表中めカッコ内には最：大の値と最小の値を記入してある。ビルの建設年度は古いもので，昭和32年

一55一
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である。建設費は年度によって異なるが，内訳比率はあまり変らないであろう。

簾一部門別建設費の平均比率

〔単位　％〕

　　　　　　部門

S分率　　　　　〆
建　物 暖冷房

給排水

E徳’ ｹ
電　気 エレへしタ 電　話 その他

　　　　　王，
P0ビルの平均値

i最小値～最大値）

　　5‘9

i51～66

　‘14

i12～19）

　　5
@　11’撰
iろ～魯）

　　10

i8～15）

　　8

i4～12）

　　2

io～10）

　　2

i0～13）

（昭和41年の資料による）

　設備費は．建設費の59％，そのうち暖冷房設備費は14％である。その内訳百分率はダクトが最も

高く，50％’b14％～40％）次いで，空調25％（歪8％～40％）ボイラー20％（12％～

28％）となる。すなわち，ダクト比の占める比重が非常に高い．ダクト配管のリミットデザインが

望まれる。またボイラ∴設備費の全建設輩に部する比峯は5％（α5～5％）である。なお冷凍機の

有無は比率に大きな影響を．与えない♂電気設備の内訳は照明器具，配線，コンセン’トが45％，動力

配線が20％，変電装置20％などであり，照明関係の占める比率が非常に高い。照明設計の合理化

が望まれる。

　4－2　経　　　常　　　費

　各ビルにおける昭和41年の年間経常費を付表「6に掲示する。表甲の数字は延床面積に対するも
　　　　　　　　　　　　　　　聾’，
のである。人件費とは，設備，三舞守衛，管理事務およびエレベータの従業員に対するもみであ

る・補修・・維持費とは，設備，建物の補修費ξ清掃費をいう。設備の補修維持費にはボイラーうエレ脳

タの定期三三費を含めている。人件費および補修維持費め内訳は付表一7・8に旧い・。経常費はビルに

・っ・か酬・違す・6「その原因はビルの規模訊照サ7ビス臨写三二脚下
建設鞭な・の相猷・つて生・たも’ ﾌであ・踏ビ・レ間ρ樺を肥す・鵬もつと多くの酬

を必要とする。ここでば全体の傾向を統計的に把握するにとどめ至。経常費のう、ち，入件費の占める

割合が最も多く・電気補修・維持・燃料と続く。人件費は全経費の4昌ご雛≒非常咋高．㍉その内訳

は繍覇か28％・論関係か2・％である・ま崩修繍費は19％燭り⑳う》．肺費
が8％を占める。経常費から守衛事務の人件費，清掃費および建物修理費を除いた殼備蘭係だげた．

ついてみると全経費の約60％でその内訳を第2表匠示す。

第2表　設備関係の平均経常費

〔鞄P≡レ，，．年〕

電　　　気　　　　　部門

o費
燃　料 ガ　ス

機械
照明・

Gレベータ

水　道

補　修　●維持

入件
1経常費 設　備

N賦ﾔ済額
10ビルの平均値

i最小値～最大値）

！72

i118～
　　　141
@　（23～
Q55）．549）

255

i209～
R00）

562

i201～
T45）

　45
i15～
@88）

227

i125～
?４8）

574
i25〔〕～

T45）

1，574 2，660

@｝，

（昭和41年の資料による）
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　数値：は平均値であり，表中のカツゴ内に1ま最大，最小の値を記入してある。なお参考までに設備返

紬を併記した。返済轍は15年で年利1割の一極、つて算出。たものであ観第、表に油

で・最も盤の高いのか電気代・すなわち照明江レもタおよび動力費であり働力費は255円砺・に紘

り人件費に次いで高い。動力費は，冷凍機をもたないビルの場合，主に送風機である。したがって前

述のダクト建設費と同様に送風設計の適否か経費に大きく影響するのである。補修・維持費は，227

㌦曄であり予想以上・高い．その艦・鞍によって勲・・濡気関係正鵠給撚縣

より若干多いようである。設備の維持の難易補修の頻度は経費を左右するのである。燃料費は

｛：72彫㎡。蝉奮韻の細・％である．・れらの麟は使用者側の醜技術，管磯加影響され

ろとともに装置の機構，能力および建物の特性に支配される・経常費と設備設計とは密接な関係にあ

ることは云うまでもない。

　さて，設備の経常費と年賦返済額を比べると後者は前回より高い。しかしその差は必ずしも大きく

なく，経常費と建設費とは経済的に同じような重みを．もっと解釈される。したがって設備設計は維持

瞥理を主体にした設計でなければならない。その意味で建物設計とは本質的に異なる。今回は建物の

年賦返済額にはふれない。ただ設備のそれと比べた場合，返却年数か約60年（設備は約15年）で

あることから同じ償却法ならば設備の返済額よりも低くなるであろう。また建物の経常費は人件費を

除けば僅かである。したがって，年間支払額において設備関係は建物関係の数倍κなる。建築設計す

なわち建物と設備を設計する場合，この点を考慮して行なわなければならないb

　なお付図一4～一12は燃料，電気，上水，井水，およびガスの年間使用量と月別使用量を示すも

ので，経常費を算出する資料とした。また付図一13，温14と付表一9に機械室およびボイラー室

面積を参考までに示してある。

　5、あ　と　が　き

　今回はビル暖房における予熱問題と設備の費用について述べた。主な結論は次の通りである。

　1）予熱期の燃料消費料は・日消費量の1・5割～5・5割であり・ビルによってかなり相違する。そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キご　の相違は主に運転技術の適否，装置容量の適否匠よつて隼じている。

　2）Dビルにおいて，予熱期の熱量は，標準期（通常釦0～1ZOO）の2割～4割となり，燃料消

費量と同じく予熱量か非常に大きいことを示す。

　一般に熱容量の大きい建物では，夜間の温度降下は少ない。しかも，最近のオフィス・．ビルは夜

間でも一部援記している。したがって，間欠暖房と連続暖房を比べた場合，1日の供給熱量に極端な

相違はないであろう。ウえに予熱問題をいくらかでも無くする意味で暖房の送熱：方式を再検討する必

要かあると考える。

　5）空調器の熱交換器は厳寒日の定常負荷に対して設計されたものが多い。それに対し当日のボイ

ラー負荷塾は50％前後が多く，ボイラー自身は予熱負荷に十分対応する能力を持っている。すなわ

ち熱父換器の容量は，ボイラーよりも過小であり，それによって暖房能力が制限されている。

　その容量不足は予熱時間の延長をもたらし，勤務時間にまで及ぶ。

　したがってボイラーに予熱割増を考えるならば，熱交換器にも考慮しなければならない。

一57一
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　4）設備関係の経常費は，設備の年賦返済に匹敵する。したがって計画当初より，管理，維持，消

費量などの経費を考慮に入れた設計をする必要かある。特に暖冷房設備では，送瓜設計の適否は，難

設費，経常費に大きく影響する。

　おわりに・今回ρ調査は札幌ビルヂング協会はじめビル側のご協力によってなされたも4）であり・

ここに深謝の意を表脇猷

　なお，実測に関し，当時学璽であった上田明｛専永田正則両君に協力いただいた。

参．考．．、文．献

①「ビル暖房における運転実績の検討：1）」

　　　　落藤澄　沢登龍彦　浅野賢二

　　衛生工学第14号　北大工学部衛生工学科教室

②L「ビル暖房の実態調査」

　　　　沢登龍彦　落藤澄　浅野賢二

　　衛生工学第15号北大工学部衛生工学科教室

③「ごみ収集のモデル計画」P10

　　　　射場本勘市郎　稲村光郎　持田徹．

　　衛生工学第13号　北大工学部衛生工学科教室

帰一58一



付表一1　建物および暖房設備の概要

1

宅

1

圃　　軒・．．’一　　9．

@r
T’ 怐D．」．、 規 模

建築面積 延床面積 暖房面積 ボイラー
ゾー二

給湯．　、・　廟

　一笆[’ゆレ名
』用

　』建設途　年度、

構　　　　　造 地下 地上 塔屋

㎡ ㎡ ㎡

常用出力ton／hr 燃科 空調方式 ング
設＝

設備

K 貸事務所
昭和 鉄骨鉄筋コン…クリート 2 9 11，061 8，850 2．4 重油 中央ダクト． 6 鉦‘1

f、、、
冷凍機

40年

1」
〃 28 鉄筋コンタ：リー寄 「ヨ”－ 7 2 1，124 8，675

Z5471L
2．7 〃・ 〃 鉦 鉦

@」

ノ、、、 ’、、、

M 59 〃

症

7 2， 505　、 4，552 2，950 温風炉 〃 〃 2 鉦　’
f、、、 無

N
貨事務所・駐　車場‘・

4り、 　　　　　　　r／恣S筋コンi列ごト 1 9 2 1，160 11，794 2000 〃 各階ユニット 巧15 右　． 井　水

0 〃　　． 52 　　　　　一一一一． 1 7
1’ 566 ゑ。ダφ 察06 1．4 石炭 中央ダクト

1　2 無 無

P 　〃
50
T2 鉄骨鉄筋コンクリート

1 9 3 て，150 11，656 ’4．0 〃 ”　　． 6 有　三 井　水

Q 〃 59 鉄筋コンクリート 1 9 2 275 2，784 1，950 温風炉 重油 〃
丁無

無

R 〃 57 鉄骨鉄筋コンクリート 1 10 2 781 8，515 5，692 2．8’
〃 ノノ 3 右 井　水

S 〃 56 〃 1 8 2 ．591 5，647 5，114 0．9 ．　、　〃 〃 5 ガス有 無

T 放送・テレビ ろ5 鉄筋コ著クリート ．1 6 1 251 工650； α5 石炭 直接暖房
＝

無 無

u 官庁事務所 ろ4 鉄骨鉄筋コン4リート 2
6’

2 zp12‘ 3．4 重油 ’中央ダクト ．2 無

V 〃 51 鉄筋ランクリート
11 5 1 1，908 2606； 2079 4．0

重：油

直接暖房 右， 無
石炭

．「

辺 56． 〃
1 6 2 2，608 1⑩・， 焔234．邑　， ．’

Q二5 石犀・ 中央ダクト 、5

黷k

錘’Lλ、　　　L

井　水 こ
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付表一2　建設費比率一覧

　　内訳ビノヒ名

建物 暖冷房 給排水衛生 電気、 エレベータ 電話 その他 計

A 6．4．5 1ろ．9 2，只‘層

11．3 5．7 0．2 1．9 100
G 55．8 18．5 4．6・ Z8 99 1．5 23 100
E 5t1 19LO ．．6落

14．9 Z7 8．0
一 100

F 51．0 15．7 頭』 11．2 5．5 0．9 12．7 100

M 68．6 11．9
・弊、

8．7 10．5 一
1．9 100

N 56．2 15．0 4益層 10．9 12．2 兜8 4．4 100
○ 56．8 11．9 Z5 22 6．6

一
8．0 100

Q 51．6 ．． W・8 8．1 97 zろ 5．1 11．5 100

R 65る 11．5 3．9 8．5 6．5 1．4 26 100
s 63．6 12．5 Z7 8．4 6．7 1．1

一 100

V 66．2 8．5 6．1 99 4．1 5．4
一 100

建設年度

昭和57年

　ろ9年

　39年
　．59年

　59年
　41年
　ろ2年

　ろ9年

　57年
　56年
　56年

〔単位　％〕

合計金額〔刀脳η

6，65

5．6ろ

押手　

10．40

5．25

Z11

5．00

4．28

5．59

5．ろ1

5．05

〔合計金額は延床面積に対するものである。〕

付表一3 暖冷房設備費比率一覧

　　内訳．ビノレ名

ボイラー 空　調 ダクト 冷凍機 自動制御 換　気 その他 計

‘A 5．5 24．2 26．4 一
5．7 4．1 54．1 100

G 15q’ 18．2 55．1 6．4 15．9 15．4 一 100

E 26．1 ．ろ97 15．5 一
6．9 11．2 0．6 100

N 12．6 2乙．0 3駐5 11．8 25 5．8
一 100・

・　　O 1Z8 1z1 295 一 一
8．7 26．9 100

s 2Z8 5ミ7 54．8 『 一 一
5．7 100

V 、9・5．5』

一 一 一 一 65 一 100

〔単位　・。〕

合計金額〔円4〕

　　　8，96σ

　　10，250

　　　8，470

　　10，680

　　　5，940

　　　6，600

　　　2，520

付表こ4　電気設備費比率一覧

〔単位

　　内訳

rル名

受電

Pーフンレ

変電、

葡u

蓄電

r
電灯動

ﾍ幹線

電灯コ

塔Zン

照明

寀

動力

z線

電話

z管

火災報知

�巨j
その他 計’

1．4

Q2

Q．1

P4．1

6．5

y7

嘯T

11．2

T2．5

X5

21．0

T．2

W．7

10．6

T．0

Q2．9 5．2　．

55．5

AGENOQS　V

1．7 10．8

T29

R97

P2．9

Pス4

P8．2

Q2．5

Q緬

一二： 黛8

P5．3

P48

@一

15．1

@53
P1・5．4

23．2

P7：2

Q6．4

6．8

yO

|2．5

6．1

S．5

R．5

yO

X5

S．ろ

T5

4．4

U．2

H7

T．7

UB

Q0．8

T．4

U5

26．5

@8．O

h　20

@5．5

P0．6

@　－
P1．2

@6．5

100

P00

P00

P00

P00

P00

P00

P00
一

55．5：、

　％〕

口計金額
〔円／㎡’ l
　　膠　’「

　Z500’

4，4UO

　6，980

　Z770

　4，580

4，210

　4，500

　5，050

一40繭
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付表一5　給排水・衛生設備費比峯一覧

〔単位．．％ユ．

　内訳ビノレ

給　水 排　水 給　湯 衛生 消火栓 浄化槽 ガ　ヌ その他． …i計

A 54．0 11．1 1Z5 1．2
s6＝2ヴ・ 2．8 Z2 10．2

G 2ZO 51．5 5．5 10．7 8．1 2．8 4．．5 12．1 100

帯、E 25．0 1Z6 5．2 5．6 5‘ ^・5 4．8 1．5 6．8 ・100
1…・

｝i
手　　N

295 50．1 z9 8．6 18．2 5．0 1．8 111 100
」

0 1Z7 28．4 z1 1ろ．4 109 11．2 5．5
、’

W．0 100

P 40．1 3α2 一
15．0 イ29‘

一 一
1．8 100

Q 16．ろ 91
一

8．6 195 35．4 95 5．8 100

s 、56．7 26．4 5．6 10．6 8．1 4．7 5．5 6．4 100

V 2a4 3．4 20．5 23．5 11．8 5．7 49 98 100’

合計金額
．〔膨㎡⊇・

　1，750

　2，600

　2，8、0

　2，990

　5，780

　1，085

　3・4些0

　4，110

　う，88当

付三一6　年聞経常費一覧〔昭和41年〕

〔単位呼年㎡〕

電　　　気
1　「

補修・維持 人　　件 　　　7
�@考：ゆレ名囎 ガス

機械 照明工
麓
設備 建物 清掃 設備

米その他 総　計

人件費のうち

kその他〕

�ﾌぞく

564

Q50

Q29

R00

1，e10

S10

S00

T45

395

261ろ

P，ア50

P，560

P，997

Q，457

Q」55

T，050

P，680

Q，022

P，715

米　　米　ニ

Gあ米
147

P51

P49

P62

P18

Q55

R70

Q19

T04
@1．　■

P86

102

P47

Q5

W1

P45

Q2ろ

P26

P54

R4・9

T8

287 255

25

S5

P5

P7

T9

V1

V2

W8

S9

127

P44

Q95

Q87

T48

Q21

Q97

P96

Q28

P25

　・4

P17

P5

P6

P8

T7

X7

@0
P40

@0

58D

P65

Q06

P45

Q06

T96

Q76

P40

P0

U00

256

T21

Q50

S48

@米米
P，190

T90

@米米
P」70

T45

T49

S50

759

U64

T25

T85　　π

Q20，

P」00

U85

P，215

U5」

P，425

5，552

Q，594

Q，085

Q，582

Q，677

R，255

T，715

Qβ95

Q655

R，140

622

…i・・」16

@554

@2亘7

一41一



14

付表．≧7　年間人件費三三一覧（昭和40．41年）

・「　　　　　　　　　　　　　　　　．．ぐノ；．警 〔単位　％〕

成　；．．

’・・∴瀦 ．，F■」．．凹rL

　　　　　内

r二才訳 暖冷房渠r水P

着　理

D事　務

保　安

f守　衛

エレベータ

^．　転
その他

…1計 　　　　　」‘．「層‘㍗「
㈹v金．額　　　　　　、ト、「

k円／㎡・年．〕

1

馬　　A 生4白

@4歪

14．8

P4．6

1．11．5

F11・…1

3．5．0

D3．85

202

P8．0

’12．8』

P2．6

57

T．4

P．・qo

戟V

9：70

X95

○

40．．

S1
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@18．6

15．8

P4．0

：1．8，4

P．6．4

4．20

T1．0

00 00．

1・00

@〃

960．

X85

亘
40

S1

15．5

P5．4

159

P5．0

51．4

ｿ5．0

52．6

T20

00 4．6

Q6

　　1‘bo戟@　　lル
引666

V551

F
40
S1　　、．／ ，21・1 22．4 14．1 42．4 0 0 100 1，050

L
　r’ρS0

S1

．　．2皇5

@30，4

Z2

W．0

24・5、

Q4．8

2ZO

Q6．4

弓・6

W．0

5．2　‘F．

Q．3

　　100」．幽　　　〃
，． F1ρ．50

@1，180

M
40

S1

1ZO

P5．5

1．ア

P．4

64．8

UZ7

16．5

P5．4

00 00 1．O0

@〃

1，140

P，410

N
40

S1 11．8 10．8 35．6 22．8 120 2．0 100 5．96

O
4．0

S1　　．

21．5

e24．7

t7

S5

2・95・・

Q9「2

290・

QZO

185

PZ6

0・

O

・100

@〃

1，ろ4・0

P，490

P
40

S1

12．．5

P3．9

12．5．

P59

2皇5

Q8．1

199・

Q．1．7・

1．8．6

P4．2

Z4・

W．2

100

@〃

1，税0

P，190

’Q

40
S調 55．8　　　　一 46．1 0 18．1 100 1，855

R
40

S1

て5．4

P5．7

15．0

P5．5

45．0．

S1．8

26．6

P2Z2

00 00 106

@〃

1，5．50

P，76．0

s
40

S1・

16．6

Pz6

，　1ZO

@18．0

46．4

RZ2

20．0

QZ2

00 00 100

@．〃

946

X80

田

40

S1 51．4 58．5 50．5 0 0 100 537

V
40

S1

10．6

P1．2

121

P2．8

1ろ．5

P5．5

61．6

U0．0．

2．2…

Q．5’

納．

@0

歪00

@〃

1，935

P，875
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付表一8　年間補修維持費比率一覧（昭和40，41年）

、1，．　　　　　　　　　　、｛単位鴻。〕

　　　内
r　　　　訳ル年 設　　　　　　備

　　　　‘
g冷房 給排水 電遥気

建　物．・． 清　掃 計 合計金額
k円／筑臼年〕

A 40
S1

13．5

P2．7

1D．7

@8．0

10・9：

@26

1．5、

O・7，

63．6

U父。

100

@〃

5・61

Tで1

G
40
S1

6．0

S9

11．8

@5．6

5D．7

Q「’3．3

　α5L』

Qス4態

51．0

T8．8

100』

@〃

こ・　　5’r4

@　　　4．26

E
40
S1

10．6

Pス8

zl

y5

52．6

R2．．0

29
Q．ヅ1

46．8

T貌8

100

@ノ！

492・郵S16

F
40
S1 15．5 12．6 ろ．Z5 2．6 520 100

　　　　　一v　　　　446

M
40
S1

0．5

S．8

一5．9 525
T2．1

6．2

T．2

4tO

T6．0

100

@〃

455
T72

○
40
S1

ZO

T．8

4．5

U．5

18．8

Q09

26．2

@8．5

45．7

T8．5

100

@〃

825

U68

Q 40
S1 24．6 、15．4 6．4 14．5．． 4，・1・．1． ．10．0

一

670

R
40
S1

↑8．8

P1．9

一… L4，

@1Z5

・4・・tO

T「1β

θ・’・・

O

・50；8・・

?８．8

c一・・
P・をOIO・「・・

@　　”　　　た

　・・メ261

P　3i56

s
40
S1

18．2

P05

11．9

P8．5

42．b

Tt7

23．5

T69

4．6

Q．6’

100

@〃

、　　1524

@　　　3：78

V
40
S1

1．8

Q．9

55

U．5

身6

W．6

』00

85．3

W2．0

100’』

@〃

665

V25

付表一9　機械室部門面積比率一覧

．〔単位96〕

　内訳
rル名

ボイラー室 空調器室 燃料庫 灰　．庫
給排水

?槽室
電気室．、

宿直・、

ﾄ視室
・その他

72．0

10．6　　　　16．5

54．6

MN　OPQRTVW

2Z5
Q92

21．2

Q5．2

z・　　一

@　〇．6

@　4．6

@　Z4
@　55
@　5．5

@　一
@20．0

@　54

皇4

S9し0

@－
P．ろ

P0．2

y4

@｝f拓
@8．7

T0．0

18．6

y7

Q0．6

QZ5
Q5．2

Q5．1

@－

P2．9

　噺
@1．5

P象4　」

P2．7

@6ス

@65
?『』ゑ7　｝

　　｛
@14，5

@　：　　一

@21．0

@　一
h　　5．3

@28．2

55．6

W4．0

4ズ0

Q5．5

15σ‘
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　　付図一4．．暖房面積と年間燃料使用量の関係（昭和4↑年）

単位暖房面積当＝り．め重油使掲量は、約256／㎡・yea写、石炭使用量

は約40k2／η～・yeaゴで図中の直線で示．される。．

月別使用量は各ビルとも同じ傾向にある5‘暖．房は1’0月から5，月中

旬まで行なわれている。
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付図一5　月別燃料使用：量（昭和41年）
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　付図一6　．延床面積と年間電気使用量の関係（昭和40，41年）
付図一6の記号に棒印が付いているのは、照明・エ・．ンベータの使用量で

あり、延床面積当り50KW卵・year～20KWh／㎡・yearとなる。総電．

気量では80K恥／㎡・year～50KWh／㎡・yea　rである。月別使用量は8月

で最大になる。これを機械部門の使用量で比べると、より明確になる。

すなわち冷凍機の電力消費による増加と思われる。
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付図一7　，月別総電気使用量（昭和41年）
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付図一8　月別機械部門電気使用量（昭和41年）
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付図一9　延床面積と年間上水・井水使用量：の関係（昭和59，40，41年平均）

　　延床面積当りの上水使用量は約b彪㎡B・year井水使用量は約4皿窺・

　　yearと推定さ．れる。月別使用量は7月｝8月に最大となり、それも
　　井水冷房のビルにみられる。すなわち、井水冷房による使用量：が非

　　常に多いことをしめす。
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　　　　　　付図一15　．延床面積と機械室面積の関係

延床面積に対する機械室面積は4％～10％であり、そのうちボイ

ラー室面積は0．5％～2％で．ある。その比率と、設備方式、あるいは

は建物の大きさ・とにとくに相関は認められない。．
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